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その翌年の大正 4 年 6 月には竹友藻風が雑誌『ARS』に「窄き門」の部分訳を掲載し、大正
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 アンドレ・ジッドは 14 年相馬御風より早くこの世に生まれ、一年後に没している。し
かし、このような彼らの類似した世界性－死と生、恍惚境とその表現－は約 20 年の差を








であり、『地の糧』の翻訳は、昭和 4 年 12 月『詩と詩論』第 2 巻 6 冊に掲載された青柳瑞
穂の抄訳「地の糧（抄）」を、昭和 6 年 6 月『詩・現実』に山崎栄治が「地の食物」という
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